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ヵヽりで月

"リ
ケ っかしぃ昴欠L手欠ラ奉魚 会 パ ク く
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一縦:に 場クラ

気夕tB月 3く、身t43・ッ.C牢 ↓ぁヽ、14政

角鳳ろ tんの声になめt7夕 、、|よしソ3と 、1ぅ
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しかし、ら の社 享こ こ じ
ヽ
て 色 々な 人生 L多ほて 人 た 高齢

た の人りと開 ゎジ今 ぅャて
い、人生Lて ′`ヾ 率が L4■ た ちッ
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'.
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彰色ぇて 、、3 tT_。 て も 急 、ょその間 違 に` ヒ 含 めて て
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4,仁ねιれ にえ 議何しメ久為 しま tご フ。
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てtら 口子ツト・ ヽヾ`しし壻卜裕■ォ寺ァ1だ ろt'i■ 、子ゲ

家多λて¬ろみ千九 弟せいていれ 73。 ハイ
■のイトの

ンっt〕 ネレカ興考としヽ|ク ズP;ヒ イヤヤ`
°メリリます。ンと考夕久し・

1硼 り1孝 てだん 卜々t・ ゼ゙てくれネげヤ
トt子 ィスブ
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